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 ケーキを切った時の	 ➡	 ケーキにナイフを入れた時の息の合った 
	 先ほどの鏡割りで	 ➡	 鏡開きの勇ましいお姿 
	 お二人にはくれぐれも	 ➡	 お二人にはあらためて明るい家庭を期待し 
	 頑固な性格が災いして	 ➡	 意志が強く	 時に理解を得られない事もあり 
	 いささか頼りないところがあり	 ➡	 控えめでやさしい性格が誤解を招く事もあり 
 















































































の解釈が広まったようである。	 	  
	 	 先勝 は 午前中は吉。午後凶。急用や訴訟などは吉。 
	 	 友引 は 引分勝負なし。葬式や法事は凶。夕刻は吉。 
	 	 先負 は 午前は凶。控えめに静観すべし。午後は吉。 
	 	 仏滅 は 大凶の日。何事も忌み慎むべし。 
	 	 大安は 大吉日。何事も上吉の日。 













− 食べてすぐ寝ると牛になる。−	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
























































うわけではない。少子化時代に入ったのは 1989 年以降である。 
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